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昨年末の演奏会、舞台は気迫に満ちていた。合唱団が気持ちを合わせ、歌い切った。結果はすばらしかった。 

◆ 明けましておめでとうございます！ 団長  赤羽洋子 
年頭にあたり 皆様と共に力を合わせ高崎第九合唱団が益々発展します

よう盛り上げていこうとの気持ちを新たにしております。 

大晦日から日が変わるだけの元旦ですが、何故かふっくらとした華やか

な歓びを感じる胸のときめきは、新しくなることの魅力でしょうか。黒い土か

ら金色の花弁を伸ばし力強く咲く福寿草のように精一杯輝いていきましょう。 

昨年の演奏会では皆様の団結力にただただ圧倒されました。これだけの

集中力を今まで見た事は有りませんでした。本番前は不安で胸が痛みまし

たが合唱が始まった途端、何が何でも指揮について行こうとの迫力は圧巻

でした。高崎第九合唱団の演奏での底力は素晴らしく、関われている幸せを噛みしめました。言

葉どおり「苦しみを乗りこえて歓喜にいたる」の心境でした。 

これからの高崎第九合唱団は沢山の事業を予定しています。５月２８日メイコンサートは出来田

三智子さんとのカルメン。日本人が大好きなオペラの第１位です。女性はタバコ女工、酒場女、闘

牛場観客、男性は兵士、酒場の客、盗賊、闘牛場観客 etc。覚えておいて無駄のない合唱曲ばか

りです。他のステージでは次年度の海外公演に備えて合唱で「八木節」にも挑戦します。 

そして９月１０日（日）高崎音楽祭では群響と加藤登紀子さんのバックコーラス出演 Offer が来て

います。１２月１６日、第４４回第九演奏会は高関 健群響名誉指揮者との初共演 

平成３０年は高崎第九合唱団４５周年記念祝賀会。同年１０月を目安に第９回海外公演をポー

ランド調整中です。平成３１年文化芸術新ホール杮落しに高崎第九合唱団として出演します。 

４４年目の高崎第九合唱団は皆様の団結力で更に大きく羽ばたくよう Step up していきましょう。 

◆ 本日は新年会（ミニコンサート付）、来週１９日から練習開始（楽譜も販売）です 

皆さんが少しずつお持ちいただいたものをみんなで楽しくいただきましょう♪ 団ではビール、コーヒー、

お茶を用意しています。第九の歌い初めもあります♪本日、練習はありません。 

会場にゴミ箱はないので、終了後の片付けのお手伝いと各自お持ち帰りをお願いします。 

来週から販売の楽譜はカルメン２冊、日本の歌１冊、合計３冊で９００円です。 

◆ 第九演奏会のＣＤ、本日に限り追加受付！ 
１２月１０日第九演奏会は、群響の許可を得て群馬音楽センターで録音し、団にてＣＤにします。団の記

録財産を出演された団員のみにお分けしております。価格は１枚１，０００円ですが販売目的ではありませ

ん。練習会場で受付順に配布します。コピー・ダビングは一切禁止です。 

※演奏会写真は、井田写真館扱いで申込者に郵送済です。ＤＶＤは作成しません。 

◆ 平成２８年度高崎市社会教育功労者表彰 
演奏会の翌日１２月１１日(日) 高崎市民活動センター ソシアスにおいて、

アルト竹田勝子さんが高崎市社会教育功労者として表彰されました。 

合唱団ＪＯＹのコーラスも華を添え、駆け付けた団員から竹田さんに祝福の

声がたくさん届きました。竹田さん、おめでとうございます。 



◆ 足利の第九演奏会について １２月１８日（日） 
「足利の第九演奏会」初演以来、男声を中心に助っ人をお互いに出しています。昨年末は、女声

にも急きょ助っ人依頼があったため女声役員が参加し、盛大な演奏会になりました。 

本日、足利市民合唱団からサブレの差入れが届いています。 

◆ 今後の予定 ２０１７年（平成２９年） 
１月１２日（木） 新年会・歌い初め（練習会場） 

１月１９日（木） これより毎週木曜日、メイコン通常練習 

４月１６日（日） メイコンサート特別練習（高崎市中央公民館） 

５月１８日（木） 総会＋ミニコンサート（練習会場） 

５月２８日（日） メイコンサート（群馬音楽センター） 

６月 ８日（木） 発声式（練習会場） ※６月１日はお休みになります。 

◆ 第９回ヨーロッパ公演 ２０１８年１０月計画中！ 
当団は１９８５年、日本の第九合唱団として初のヨーロッパ単独公演をドイツ・ハイデルベルクにて

行いました。その後、チェコ、ドイツ、ポーランド、リトアニア、スロヴェニア、スペイン、ドイツにて

ヨーロッパ公演を開催し、第９回を計画する時期になりました。 

第９回は、２回目となるポーランドで計画中です。ポーランドは、第二次大戦がはじまり、犠牲者最

多だったので、最も平和を大切にしています。そして親日家が多い、ショパンの国です。 

◆ 高崎文化芸術センターこけら落し 

２０１９年に向け計画中！ 
すでに着工している高崎文化芸術ホールについて、

２０１９年竣工・こけら落しの準備が進んでいます。 

まずは、今年９月１０日(日)高崎音楽祭に出演する

予定です。その後も２０１８・２０１９年と続け、こけ

ら落しにつながるよう計画中です。 

◆ 演奏会チケット販売について 

【事務局長 あきら】 
昨年１２月１０日の演奏会には、１５９４名のお客様がご来場されました。日本中で開催されるお

よそ２００と言われる第九演奏会のほぼすべては、団員が主体となってチケットを売っています。 

１３０名の団員数で割り返すと一人当たりの動員数がわかりますね。ご夫婦での出演もあります

から、お一人平均１０～１５枚が本来のノルマです。当団はこのような強制はしておりませんが、も

し「１桁しか売れなかった」という方は、「平均以上売ってくださった多くの団員のお世話になった」

ことを忘れてはいけません。チケット販売の苦手な方は、プログラムの広告集め、チラシ入れ、イ

オン１１日の呼びかけ、新聞・フリーペーパーへの投稿など、あなたにできる協力をお願いします。 

寒空に時間と交通費をかけ、団員以外からチケットを買っていただいたお客様は、実に４５０名

以上いらっしゃいました。東京、神奈川、長野など県外からもお客様が来ています。充実した練習

を行った合唱団のチケットは売れるものです。（「売れない」は売らない人のセリフと言われています。） 

お客様は 1305 名(41 回)→1502 名(42 回)→1594 名(43 回)と増えています。様々な機会をとらえ

演奏会を告知してください。お客様は必ず期待に胸を膨らませて演奏会に来てくださいます。 

◆ １月お誕生日の方々 おめでとうございます！   （※敬称略） 
渡辺 寛子（１日/Ａ）、羽田 二朗（２日/Ｔ）、大竹 かな枝（３日/Ｓ）、深町 光男（３日/Ｂ）、 

樺澤 節子（４日/Ａ）、亀山 輝代（４日/Ａ）、田辺 恵子（７日/Ｓ）、長谷川 秀子（１０日/Ａ）、 

若月 治郎（１３日/Ｂ）、戸谷 宏之（１５日/Ｔ）、篠﨑 ひさ子（１６日/Ａ）、小林 薫子

（１８日/Ｓ）、藤巻 千鶴子（１８日/Ａ）、大崎 政文（２１日/Ｂ）、栗林 和子（２８日/Ａ）、

宮川 陽子（２９日/Ａ）  ※掲載を希望されない場合は受付にお伝えください。 
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